








































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
再帰呼び出しの前に実行する1回目は10から1まで順に表示される。再帰呼び出しの後に実
行する2回目は、デクリメント後の値がスタックから戻る順に評価されるため0から9まで
表示される。

●問題Ⅲ-2
正解は②
CPUがポーリングを続けるビジーウェイトを避けるため割込み機構を用いる。割込み発生
時は割込みベクタテーブルを参照し、対応する処理ルーチンである割込みハンドラへジャ
ンプする。

●問題Ⅲ-3
正解は③
「明るい」が「色」を修飾する係り受けや「新しい本」の修飾構造、助詞句の階層的な結
合パターンの違いにより、定義されたBNF文法から導出可能な構文木は合計3通り存在す
る。

●問題Ⅲ-4
正解は④
提示されたラムダ式はチャーチ数の加算演算を表している。チャーチ数の3と1を引数とし
て関数適用しベータ簡約を行うと、結果として4を表すラムダ式が得られる。

●問題Ⅲ-5
正解は①
共通部分式の削除（共通部分式除去）は、同一ブロック等で重複して現れる不変の計算を
1回にまとめ、結果をレジスタ等に保持して再利用することでコードを最適化する代表的
手法である。

●問題Ⅲ-6
正解は②
アダブースト（AdaBoost）はブースティングの一種であり、誤分類されたデータに重みを
与えながら複数の弱学習器を逐次的に学習・統合して高精度な強分類器を構築する。

●問題Ⅲ-7
正解は④
エッジコンピューティングは、端末や現場（エッジ）に近い場所でデータ分散処理を行う
技術であり、低遅延が求められるリアルタイムなデータ分析や制御処理に適している。

●問題Ⅲ-8
正解は④
Base64はバイナリデータを64種類の印字可能文字に変換するエンコード方式である。デー
タを6ビットずつに分割して対応する文字へ変換するため、8ビットごととする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-9
正解は②
アプリケーションがシステムコールを実行すると、CPUのソフトウェア割込み（トラッ
プ）が発生し、ユーザーモードから特権モード（カーネルモード）へ遷移して処理が委譲
される。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
トランザクションの原子性（Atomicity）とは、含まれる一連のデータ操作がすべて完全
に実行されるか、あるいは全く実行されずに元の状態に戻る（All or Nothing）性質を指
す。



●問題Ⅲ-11
正解は②
ハイブリッド暗号方式では、受信側が公開鍵暗号の鍵ペア（秘密鍵と公開鍵）を生成し、
送信側がデータ暗号化用のセッション共通鍵を生成して受信者の公開鍵で暗号化して送
る。

●問題Ⅲ-12
正解は②
狩野モデルにおいて、充足されれば満足感が増すが不充足でも不満にならないAは魅力的
品質、充足度と満足度が比例するBは一元的品質、満たされて当然のCは当たり前品質であ
る。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
SQLインジェクションは、Webアプリケーションの入力値検証の不備を突き、意図しない不
正なSQL文の断片をデータベースへ送り込んで不正な操作や情報漏洩を引き起こす攻撃で
ある。

●問題Ⅲ-14
正解は③
IoT開発における分析フェーズでは、システムにおいて保護すべき資産や脅威、侵害時の
影響範囲を明確に把握するため、「守るべきものを特定する」ことが指針として求められ
る。

●問題Ⅲ-15
正解は③
バージョン管理は履歴の保存(ii)、依存関係管理は関係の把握(iv)、要求トレースは仕様
と成果物の対応(v)、構成マネジメントは特定版の組み合わせ管理(i)、監査証跡は変更履
歴の記録(iii)である。

●問題Ⅲ-16
正解は③
ユーザー入力を受けたView(a)がController(c)へ事象を通知し、ControllerがModel(b)を
操作・更新する。Modelは変更をViewへ通知し、Viewがデータを取得して画面を再描画す
る。

●問題Ⅲ-17
正解は③
アジャイルマニフェストの4つの価値は「個人と対話」「動くソフトウェア」「顧客との
協調」「変化への対応」であり、「納期順守よりも顧客満足」という項目は含まれない。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
派生開発に特化したXDDP等の手法では、変更要求仕様書とトレーサビリティマトリクス（
TM）を用いて変更箇所と影響範囲を厳密に管理し、設計資産とコードの整合性を維持す
る。

●問題Ⅲ-19
正解は①
直交表によるテスト設計は任意の2因子間の水準の組み合わせを均等に網羅する技法であ
り、3因子以上の組み合わせ網羅は保証されないため、必要に応じてテストケースを追加
する。

●問題Ⅲ-20
正解は③
GSN（Goal Structuring Notation）における平行四辺形の記号は「戦略（Strategy）」を
表し、上位のゴールをどのような方針や観点に基づいて複数のサブゴールへ分割したかを



明示する。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
形式手法や形式仕様記述言語は、数学的基礎に基づいて厳密に記述する手法であり、抽象
度の高いモデル化や重要モジュールへの部分適用等により大規模システムでも活用でき
る。

●問題Ⅲ-22
正解は②
リバースエンジニアリングは、既存ソフトウェアのソースコードやバイナリ、動作を詳細
に解析し、システムの構成要素や仕様、設計情報を抽出・獲得する技術である。

●問題Ⅲ-23
正解は④
SLA（サービスレベル合意書）は、サービス提供者と利用者の間で提供されるサービスの
内容、範囲、および品質水準（稼働率や応答時間等）を合意し明文化した契約文書であ
る。

●問題Ⅲ-24
正解は①
SPIが1.0以上であるため進捗は予定通りまたは先行しているが、CPIが1.0未満のためコス
ト超過が発生している。進捗ペースを落としてコスト抑制を図る対策が適切である。

●問題Ⅲ-25
正解は③
クラス図の継承関係および多重度（エンジン1、車体1、タイヤ複数、所有者1名）に従
い、トラックのインスタンスが各部品オブジェクトおよび所有者と正しく関連づけられて
いる。

●問題Ⅲ-26
正解は④
JIS X 25010において、目標達成の正確さ・完全さの度合いが「有効性」(e)、費やした資
源の度合いが「効率性」(a)、ニーズが満たされる度合いが「満足性」(d)と定義される。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
第3正規形は、第2正規形の条件を満たした上で、主キー以外の非キー属性が他の非キー属
性に関数従属する「推移的関数従属」を排除したテーブル設計である。

●問題Ⅲ-28
正解は③
CAP定理における分断耐性（Partition Tolerance）とは、ネットワークの分断やノード間
の通信障害が発生した場合であっても、システム全体として稼働を継続できる特性を指
す。

●問題Ⅲ-29
正解は②
QUICはGoogleによって開発され標準化されたトランスポート層プロトコルであり、TCPで
はなくUDP上に構築されて高速かつ低遅延なセキュア通信を実現している。

●問題Ⅲ-30
正解は④
異なる自律システム（AS）間を相互接続して経路情報を交換するEGPとして、インターネ
ットで広く用いられている標準プロトコルはBGP（BGP-4）である。

●問題Ⅲ-31
正解は①



ホップ数を基準として最短経路を選択するのはディスタンスベクタ型のRIPである。リン
クステート型のOSPFは帯域幅等に基づくコスト値を用いてダイクストラ法により経路を決
定する。

●問題Ⅲ-32
正解は③
ARPテーブルにキャッシュされたIPアドレスとMACアドレスの対応情報は、ネットワーク構
成の動的変更に対応するため、一定時間が経過するとエントリが自動破棄される。

●問題Ⅲ-33
正解は④
CSMA/CDは搬送波感知と衝突検出によって自律分散的に送信制御を行う方式である。トー
クンと呼ばれる送信権巡回フレームを用いる制御はトークンリング方式の説明である。

●問題Ⅲ-34
正解は④
RTPを用いた動画ストリーミングでは、音声ストリームと映像ストリームに対してそれぞ
れ異なるポート番号を割り当て、独立した別々のセッションとして並行伝送を行う。

●問題Ⅲ-35
正解は③
さらし端末問題とは、自ノードの送信が目的の受信先に対して干渉を起こさない状態であ
るにもかかわらず、周囲の別の電波を感知して送信を控えてしまう現象を指す。


